
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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月例調査レポート

長野信用金庫　すかい
「すかい」は長野信用金庫のホームページでカラー
にてご覧いただけます

最近、信用金庫業界では、地元観光協会等と協力して江戸時代の宿場名を
記した「御宿場印」を作って地域の魅力を発信するとともに、スタンプラ
リー感覚で誘客につなげようとする動きが広がっています。善光寺に向か
って北国街道矢代（屋代）宿で分岐した東脇往還（松代道）を北東に向かい、
松代宿の次の宿場がここ川田宿です。入口と出口の曲がり角に祀られてい
る秋葉社、復元された高札場、旧本陣兼問屋、旧旅籠など江戸時代の古き
町並みを色濃く残しています。皆さまも御宿場印を集めてみませんか。

■長野しんきん 月例調査レポート
■企業アンケート 「現在の中東情勢」③
■インタビュー 「変革期の経営ビジョン」
■北信濃の旅人 （18）千久良坊と鼻毛延高の旅 ①
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長野市若穂川田
川田宿の町並み

足立成和信用金庫の「御宿場印
プロジェクト」ページはこちら
（北国街道をクリックすると、御宿場印、御
宿場印帳の販売場所が表示されます）　



　全産業（不動産業・旅館業除く）の売上高前月比は、増加した企業が37.4％、不変が37.9
％、減少が24.7％となり、売上高D I（増加－減少）は＋12.7となりました。前月調査時の＋
4.6から8.1㌽改善しました。

→ → →
●売上高〈生産高・施工高〉前月比「増加・不変・減少」割合（％）

矢印は前月調査比
（3ポイント以上の動き）

増加　　　不変　　　減少
改善 不変 悪化
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製  造  業 食料品、金属加工、一般機械、電気機械、自動車部品、精密機械

　製造業の生産高前月比は、増加した企業が43.1
％、不変が40.0％、減少が16.9％となり、生産高
DIは＋26.2となりました。前月調査時の＋11.1から
15.１㌽改善しました。

｢生産高DI｣ 金属加工、一般機械、自動車部品が改善し、全体も改善

［業 種 別］　改　善…金属加工・一般機械・自動車部品
　　　　　 悪　化…食料品・電気機械・精密機械
［機械稼働］　上昇企業の割合　（28.8％）　→ 20.3％
　　　　　  低下企業の割合　（13.6％）　→ 15.6％
　　　　　  機 械 稼 働 D I  （15.2％）　→  4.7％
　　　　　  機械稼働状況（前月比）　下降
　　　　　  機 械 稼 働 率   （83.4％）　→ 82.3％
［受注状況］　増加企業の割合　（25.9％）　→ 20.6％   
　　　　　  減少企業の割合　（10.3％）　→  12.7％
　　　　　  受　注　状　況（前月比）　下降
　　　　　  受　注　残　高（1.8カ月）　→ 1.8カ月 
［受注基調］　上昇企業の割合　（27.9％）　→ 23.4％
　　　　　  下降企業の割合　（13.1％）　→ 14.1％
　　　　　  受　注　基　調（前月比）下降

製造業

食　料　品

金 属 加 工

一 般 機 械

電 気 機 械

自動車部品

精 密 機 械

６月

７月 増加 43.1 不変 40.0 減少 16.9

42.9 21.4
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●生産高前月比「増加・不変・減少」割合（％）
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全  産  業 製造業、建設業、卸小売業、サービス業

全産業の「売上高DI」は改善
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198社（回収率90.4％）
30人未満
30人以上

74.2％
25.8％

６　月

７　月

全
産
業
不
動
産
業
・

旅
館
業
を
除
く
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24.7
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●製造業機械稼働DIの推移（資料：当金庫）
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●製造業売上高DIの推移（資料：当金庫）
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企業からのコメント
☆★毎月、不安定な受注動向だったが７月に関して
　は何とか上振れた。８月以降は下降基調が予想さ
　れ、まだ先が見えていない。　　 　 　（精密板金）
☆中東情勢の影響が徐々に落ち着いてきており、原材
　料の流通が安定してきている。（プラスチック成形）
☆★原材料の出荷規制や中止はだいぶ収まってきた。
　しかし、相変わらず価格改定（値上げ）の依頼は頻繁
　にきている。　　　　　　　　　  （シールラベル）
★ありとあらゆる原材料の値上げが止まらない。ま
　た、食料品の消費税が１％に減税された場合の影
　響が予測できない。　　　　　　　　   （食料品）
☆★医療機器の受注は好調だが、外注や社内工程に
　遅れが出ており、納期管理が重要になってきてい
　る。 　　　　　　　　　　　　　　（医療機器）
★土木建設工事が少なく材料出荷は鈍い。緑ナンバ
　ー規制によりダンプ運搬費の価格上昇、コストア
　ップで厳しい状況である。　　　　　  （土石製品）
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時間（産業計）

長野 所定外
労働時間（産業計）

4.1

長野  所定外
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●長野県の労働時間の動き〈2026年６月〉
　長野県が発表した製造業の一人平均所定外労働
時間の前年同月比は4.1％増となり、22カ月連続で
前年同月を上回りました。
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◇2026年６月の長野県鉱工業指数
　（速報：季節調整済指数）
　生産は115.4（前月比＋8.2％）で
２カ月ぶりの上昇、出荷は103.3
（同＋4.0％）で２カ月ぶりの上昇、
在庫は115.9（同＋6.7％）で７カ月
連続の上昇となりました。
◇前年同月比（原指数）　 
　生産は116.5（前年同月比＋5.5％）
で２カ月ぶりの上昇、出荷は
105.5（同▲0.5％）で２カ月連続の
低下、在庫は115.6（同＋8.3％）で
３カ月連続の上昇となりました。

［生産］　上昇…情報通信機械、食料品、汎用・生産用・業務用機械など13業種                
　　　 低下…輸送機械、窯業・土石製品、木材・木製品など４業種
［出荷］　上昇…汎用・生産用・業務用機械、食料品、情報通信機械など12業種                   
　　　  低下…輸送機械、金属製品、窯業・土石製品など５業種
［在庫］　上昇…汎用・生産用・業務用機械、情報通信機械、化学など10業種                   
　　　  低下…電子部品・デバイス、プラスチック製品、紙・紙加工品など６業種

生産は２カ月ぶりの上昇
前年同月比は２カ月ぶりの上昇 120
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●長野県鉱工業の生産・出荷・在庫指数（季節調整済）の推移
   （2015年＝100／資料：長野県）
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●建設業施工高DIの推移（資料：当金庫）
40

30

20

10

0

-10

-20

-30

-40
３
月

12
月

２
月

４
月

５
月

10
月

８
月

６
月

９
月

25
年

増
加

減
少

DI

26
年

建  設  業 総合建設、土木工事、建築、各種設備

企業からのコメント

★原油製品の受注停止、納期の遅れ、金利上昇など、
　業界を取り巻く環境は逆風ばかりと感じている。
★中東情勢の影響により、一部の建築資材について納
　期の遅れ、価格の上昇が続いている。　　　　　
　　　　　　　　　　　　  　　　（以上、総合建設）
☆★景気動向は上向いているように感じる。ただ、資
　材の高騰が足を引っぱっている。  　　（電気工事）

概　　　況

　建設業の施工高前月比は、増加した企業が39.3
％、不変が37.7％、減少が23.0％となり、施工高
DIは＋16.3となりました。前月調査時の＋3.1から
13.2ポイント改善しました。

｢施工高DI｣ 総合建設が悪化するも、全体は改善 

［業 種 別］　改　善…土木工事・建築
　　　　　 横ばい…各種設備
　　　　　 悪　化…総合建設　　
［受注状況］　｢多い・適正」企業の割合 （64.1％） → 70.5％　
　　　　　  ｢少ない」企業の割合  　（35.9％） → 29.5％
　　　　　  受　注　状　況（前月比）　上昇
　　　　　  受注高月商倍率（3.8カ月） → 4.1カ月

●施工高前月比「増加・不変・減少」割合（％）

建設業

総合建設業

土木工事業

建　築　業

各種設備業

６月

７月

29.7 43.7 26.6

増加  39.3 不変　37.7 減少  23.0

36.4 36.3 27.3

63.6 27.3 9.1

35.0 45.0 20.0

30.0 40.0 30.0

４～７月の公共工事（東日本建設業保証取扱分）

　長野県の４～７月の発注合計は、1,489億円（前
年同期比▲0.6％）となりました。前年比増加は「国」
の251億円（同＋0.3％）、「県」の356億円（同＋0.5
％）、「市町村」の468億円（同＋4.2％）、前年比減少
は「その他」の412億円（同▲7.1％）でした。
　北信地区市町村の発注合計は199億円（同▲16.2
％）で、うち長野市は150億円（同▲18.0％）でした。
●建設業保証取扱分から見た長野県と北信地区市町村
　の公共工事の状況（2026年７月/2026年４月～７月累計）
　　　　　　　　　　　　　  （単位＝百万円／資料：東日本建設業保証㈱）

国
県

市 町 村
そ の 他
合　　計
市 町 村

（内長野市）

長　

野　

県

北 

信

2026年7月 前年同月比  2026年4月～7月  前年同期比
　   6,586 ＋17.9％ 25,106 ＋0.3％
  9,064   ＋69.5％ 35,631 ＋0.5％
  17,972   ＋46.4％ 46,789  ＋4.2％
      2,456   ▲0.5％ 41,249  ▲7.1％
  36,078 ＋40.5％ 148,938 ▲0.6％
       7,731 ＋31.8％     19,888   ▲16.2％
       5,808 ＋39.4％     15,004   ▲18.0％

　長野県の４～７月の新設住宅着工戸数は3,491戸
（前年同期比＋15.2％）でした。持家が1,909戸（同
＋17.3％）、貸家が1,024戸（同＋9.6％）、分譲が
494戸（同＋23.8％）、給与が64戸（同▲7.2％）です。  
　北信地区の４～７月の新設住宅着工戸数は989
戸（同＋37.0％）でした。持家が469戸（同＋30.6
％）、貸家が341戸（同＋74.0％）、分譲が173戸（同
＋28.1％）、給与が６戸（同▲81.3％）です。

４～７月の新設住宅着工戸数 

●長野県と北信地区の新設住宅着工戸数
  （20２6年7月/2026年4月～7月累計）            （資料：長野県）

７月

前年同月比

（内長野市）

（前年同月比）

４～７月

前年同期比

持　家 貸　家 分　譲 給　与 合　計

北
信
地
区

長
野
県

７月

前年同月比

４～７月

前年同期比

 491戸 354戸  153戸 28戸 1,026戸
 ▲0.8％   ＋21.6％  ＋47.1％    ▲46.2％    ＋8.9％
 1,909戸  1,024戸   494戸 64戸  3,491戸
 ＋17.3％ ＋9.6％ ＋23.8％ ▲7.2％ ＋15.2％
 137戸  144戸 43戸 0戸 324戸
 ＋20.2% ＋128.6%  ＋7.5% ̶̶̶   ＋31.2%
 75戸  108戸  30戸      0戸 213戸
 ＋15.4% ＋176.9% ＋30.4% ̶̶̶  ＋67.7%
 469戸  341戸 173戸     6戸 989戸
 ＋30.6% ＋74.0% ＋28.1% ▲81.3% ＋37.0%
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卸小売業 卸売業、小売業

サービス業 サービス、運輸、飲食、宿泊

｢売上高DI｣ サービスと運輸は悪化、飲食は横ばい

　卸小売業の売上高前月比は、増加した企業が
25.0％、不変が43.2％、減少が31.8％となり、売上
高D Iは▲6.8となりました。前月調査時の▲9.8か
ら3.0㌽改善しました。

「売上高DI｣ 小売は改善、卸売は横ばい

［業 種 別］　改善…小売業　横ばい…卸売業

企業からのコメント

☆夏場の需要増加により、野菜・果実ともに販売点
　数は比較的堅調に推移している。地場産品も順調
　な売行きである。　　　　　　　　　  （青果物卸）
☆★最近は精肉も加工品も物価高にあるため、お客
　様も吟味して購入する傾向となっている。　　　
　　　　 　　　　　　　　 （精肉、同加工品卸小売）
☆★７月は猛暑のため、来店客数、消費単価ともに
　減少となった。飲食部門は単価が落ちず、意外と
　回転が良かった。　　　            　  （土産品小売）

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

　サービス業　売上高前月比は、増加した企業が
28.6％、不変が28.6％、減少が42.9％となり、売上
高DIは前月比28.6㌽悪化の▲14.3となりました。
　運輸業　売上高前月比は、増加した企業が45.5
％、不変が36.3％、減少が18.2％となり、売上高
DIは前月比12.7㌽悪化の＋27.3となりました。
　飲食業　売上高前月比は、増加した企業が40.0
％、不変が10.0％、減少が50.0％となり、売上高
DIは前月比横ばいの▲10.0となりました。
　宿泊業　入込数は前月比33.0%の増加、前年同
月比でも16.3％の増加となりました。

企業からのコメント
☆子供達が夏休みに入ったため、平日でも家族連れ
　での来店客が増加した。  　　　　　　　（そば店）
☆★令和８年熊本地震で延期になった案件があった
　反面、緊急物資の輸送などが入り、慌ただしい８

サービス業

運輸業

６月

７月

●売上高前月比「増加・不変・減少」割合（％）

増加 不変 28.6

６月

７月

６月

７月
飲食業

減少42.9
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●卸小売業売上高DIの推移（資料：当金庫）
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卸小売業
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●売上高前月比「増加・不変・減少」割合（％）

小   売   業

増加 25.0 不変 43.2 減少 

27.8 38.9 33.3

23.1 46.1 30.8

31.8

卸   売   業
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　全社に「今後、最も懸念しているリスク」を聞き
ました。
　多い順に「原材料価格のさらなる高騰」（79.4%）、
「原材料の入手が困難になる」（58.3%）、「エネルギ
ー価格のさらなる高騰」（43.1％）、「輸送・物流の遅
延・コスト増」（22.5％）、「日本経済の減速」（14.2％）、
「モノ・サービスが売れなくなる」（12.8％）、「設備投
資がしづらくなる」（5.0％）、「為替・金融市場の不安

定化」（2.8%）、「地政学リスクの拡大（紛争拡大な
ど）」（2.3%）という結果になりました。
　従業員規模で見ると、30人以上は30人未満より
「原材料の入手が困難になる」が5.1㌽高く61.4％、
「エネルギー価格のさらなる高騰」が8.2㌽高く48.2
％、逆に30人未満は30人以上より「原材料価格のさ
らなる高騰」が3.6㌽高く80.7％、「輸送・物流の遅
延・コスト増」が11.0㌽高く26.7％となっています。

　製造業　「原材料の入手が困難になる」（71.0％）は
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４業種の中で最も高くなっています。
　建設業　「原材料価格のさらなる高騰」（90.6%）
は４業種の中で最も高くなっています。
　卸小売業　「輸送・物流の遅延・コスト増」（40.9
%）、「モノ・サービスが売れなくなる」（15.9％）、
「為替・金融市場の不安定化」（6.8％）は４業種の中
で最も高くなっています。
　サービス業　「エネルギー価格のさらなる高騰」
（65.9%）、「日本経済の減速」（19.5％）、「設備投資
がしづらくなる」（17.1％）、「地政学リスクの拡大
（紛争拡大など）」（4.9％）は４業種の中で最も高く
なっています。

　「中東情勢が自社事業に与える影響は今後どうな
るか」を聞きました。
　「さらに悪化する」（11.0％）、「当面は現在の状態

が続く」（61.9％）、「徐々に改善する」（6.9％）、「影響
は限定的になる」（5.0％）となりました。
　従業員規模で見ると、30人以上は30人未満より「徐
々に改善する」（9.6％）が4.4ポイント高く、逆に、「当面
は現在の状態が続く」（60.2％）が2.8ポイント、「影響は限
定的になる」（3.6％）が2.3ポイント、「さらに悪化する」
（10.8％）が0.3ポイント低くなっています。

　「さらに悪化する」と回答した企業は、サービス
業（19.5％）、卸小売業（11.4％）、建設業（10.9％）、
製造業（5.8％）の順に高くなっており、サービス
業は製造業の３倍強となっています。
　「当面は現在の状態が続く」と回答した企業は、
卸小売業（65.9％）、建設業（64.1％）、製造業（63.8
％）、サービス業（51.2％）の順に高くなっています。

◇次号は「来年開催！  善光寺御開帳」を予定。
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「現在の中東情勢」 ③
2026年６月調査

～現在の中東情勢～　今後、最も懸念しているリスク

自社事業に与える影響は今後どうなるか

「原材料価格のさらなる高騰」が８割  「原材料の入手が困難になる」が６割弱 
「エネルギー価格のさらなる高騰」が４割強

「当面は現在の状況が続く」が６割強
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●設立の経緯をお聞きします…
　警備業務が社会的にさほど認知されていなか
った1987（昭和62）年、地域の有志数人で当社を
設立したのが始まりです。当時は、高速道路網
を中心に道路インフラの整備が盛んで、交通誘
導警備などの需要が高まることを予想して設立
したと聞いています。その後、1993（平成５）年
には竹林隆が、2003（平成15）年には私の父、小
池積文が代表に就任しました。
●入社と社長になられた経緯をお聞きします…
　私の父・小池積文は、県内全域に営業拠点を設
け多業種の事業を展開する会社で建設関連の仕事
に長年携わっていました。在籍していた会社の本
社ビルにテナントとして入っていた大手警備会社
の支社長と知り合い、その方が設立した警備会社
に誘われたのを機に早期退職をしてそちらに入社
しました。そこで半年ほど警備業を学び、当時営
業的に行き詰まっていたアンゼン産業㈱にキャ
リアと経験を活かしてみないかと誘われ2003（平
成15）年８月に代表取締役に就任しました。
　私は大学を卒業後、長野市内のアミューズメ
ント施設の運営会社に就職しましたが、行き詰
まりを感じていました。６年間お世話になった
その会社を退職して父にお願いし、2009（平成
21）年、当社に入社しました。前職はサービス業
で、来店していただいたお客様にサービスを提
供する側でしたから、あらかじめ接客する環境
を整えることができましたが、警備業務は依頼
を受けてさまざまな場所に出向くため、あらか
じめ現場の状況が分からないことに苦労しまし
た。しかしながら、先輩方の助言などもあり少
しずつ慣れていきました。そして、父が高齢に
なりつつあった2022（令和４）年、私が代表取締
役に就任し、父が取締役会長に就任しました。

おかげさまで、来年で創立40周年を迎えます。
●業務の概要をお聞きします…
　当社の業務は「交通誘導警備」がメインで８～
９割を占めているほか、「雑踏警備」も行ってい
ます。商圏は栄村から坂城町までの北信エリア
が中心です。
　「交通誘導警備」業務は、道路工事や建物の工
事現場、駐車場などで自動車や人を安全に誘導す
る業務です。業務の目的は、“事故防止”と“渋滞
防止”の二つです。その中で片側交互通行の道路
工事現場で自動車を誘導する場合、ドライバーの
不注意による警備員の事故が大きな課題となって
います。その解決方法として、無人にして工事用
信号機を設置する方法がありますが、片側に自動
車がいなくても待つことになり渋滞を作ってしま
うことになります。そこで一昨年から、山梨県の
警備会社がＩＴ会社とタッグを組み別会社を立ち
上げて「交通誘導AIシステム」を製作しているこ
とを知り、長野県内では当社が初めて試験的に導
入しました。機器にカメラを数台つけて渋滞させ
ずに誘導ができます。長野県内では現在まで９例
の実績を積むことが出来ており、本格的な導入に
近づけていると感じています。
　私は、AIの導入で目指すことは無人化ではな
く“省人化”だと思っています。両者のデメリッ
トの部分を補完していく「ハイブリット誘導」が
理想です。警備員は通常時、安全な場所にいて
遠隔操作をすることにより人身事故が防げます
し、渋滞も緩和できます。また、AIが苦手とし
ている複雑な誘導や不測の事態が発生した際は
警備員が処理を行う、というように、業務分担
が行える点で大いに期待しています。
　次に「雑踏警備」の業務内容ですが、主には花
火大会やマラソン大会などのイベントの警備で
す。この警備は広範囲になるため一社では対応
できませんから、新潟県など近県から要請があ
る場合もあります。　
　2001年７月に兵庫県明石市の花火大会で11名
が死亡する痛ましい群衆事故が発生してから、
こうした警備業務を行う者は国家資格が必要と
なり、加えて、資格などによって違いはありま

すが、決められた時間以上の教育を行うことが
義務づけられています。私は国家資格の講師資
格を有していますので、入社した社員が安全に
働くことができるよう継続的に社内で法定講習
会を行っています。また、国家資格の取得も推
奨しており、資格を取得することが社員のモチ
ベーションになっています。また、定期的に社
内報を発行し、法律改正や体調管理の徹底など
を社員に伝えています。
●今後の夢や方針をお聞きします…
　地域にとって、インフラ整備のための工事は必
要です。同時に、地域の人々の安全を守るための
警備も必要だと考えています。ですから、多くの
方に「須坂にアンゼン産業があって良かった」と
思っていただけるようになることが私の願いです。
　また、私が入社したころ、警備保障業界の労
働環境は休憩や昼食もできないばかりか、天候
にも左右され、「今日は雨だから来なくていいで
す」の電話だけで終わり、売上げ補償が支払わ
れないこともしばしばでした。現在では、建設
業はじめ関連業界の皆様のご理解もあり大きく
改善されて業務環境は良い方向に変わってきて
いますので、引き続き労働環境の改善に努めて

いきたいと思っています。
　当社の従業員は中途採用やセカンドキャリアの
方がほとんどで平均年齢は高いのですが、今年
は18歳の若者が入社してくれました。今後は交
通誘導AIシステムを利用するためのタブレット
の操作なども必要になるので、若い人の能力も
必要です。ですから、徐々にですが若い人が魅
力とやる気を感じてくれるような会社にしてい
きたいと思っています。

地域の安全を守ることが
当社のミッション

社内教育後の懇親会

社内集合教育

アンゼン産業株式会社
代表取締役　小池博士さん

交通誘導ＡＩシステム

「ＡＩシステム」の教育現場

●事業の概要
設　立　1987（昭和62）年
資本金　1,000万円
代表者　小池　博士
従業員　59名（男50名・女９名）
業　務　警備保障業
事業所　須坂市大字須坂南横町1623番地
U R L　https://www.anzensangyo.co.jp
●沿革
1987（昭和62）年　アンゼン産業㈱を設立
1993（平成５）年　竹林隆が代表取締役に就任
2003（平成15）年　小池積文が代表取締役に就任
2009（平成21）年　千曲市粟佐に営業所を新設
2018（平成30）年　小池博士が取締役に就任
2022（令和４）年　小池博士が代表取締役に就任
　　　　　　　　小池積文が取締役会長に就任
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『金草鞋』
　弥次郎兵衛と喜多八の２人が滑稽な旅をする『道
中膝栗毛』は、十返舎一九の代表作として有名で
す。この十返舎一九には別に、僧の千久良坊と狂
歌師の鼻毛延高の２人が、日本中を旅する『金草鞋』
という作品があります。これは、絵の周囲に文章
をぎっしりと書き込んだ、合巻と呼ばれる形式の
本です。その『金草鞋』の中から、善光寺に参詣し
て草津温泉を目指す旅を紹介します。これは『金草
鞋』の第13編で、挿絵は浮世絵師の歌川国丸が描い
ています。
猿が峠
　千久良坊と鼻毛延高の２人は、甲州の身延山久
遠寺に詣でた後、甲州街道を諏訪に出て、松本か
ら善光寺街道を通って善光寺に参詣することにし

（18）  千久良坊と鼻毛延高の旅 ①

ました。
　青柳宿（筑北村）と尾見宿（麻績村麻績宿）の間に
「猿が峠」があると『金草鞋』は書いていますが、こ
の２つの宿場の間に峠はありません。「猿が峠」は、
麻績宿と桑原宿（千曲市桑原）の間にある猿ケ馬場
峠のことでしょう。十返舎一九自身は、松本、大
町、新町（信州新町）を通って善光寺参りをしてい
るので、通っていない善光寺街道の地理には不案
内だったのでしょう。
　『金草鞋』は猿が峠について、「ここに弘法大師の
清水、芭蕉の碑あり」と書いています。この清水と
芭蕉の句碑は、麻績宿から猿ケ馬場峠に登る途中
の、お仙の茶屋跡の周辺に現在も残っています。
　この挿絵には、峠道を登る人々と、茶屋が描か
れています。この茶屋がお仙の茶屋でしょう。

猿が峠の狂歌
　旅人も顔真赤にし
て登る猿が峠の難所
道には（旅人も猿の
ように顔を真っ赤に
して登るよ、この猿
が峠の難所道では。
だから「猿が峠」な
のか）
　桃盛りしやうにこ
ろころ皿駕籠に乗り
てぞ猿が峠をぞ行く
（桃を皿に盛るとこ
ろころ転げ出す。そ
んな不安定な桃の気
分で、皿駕籠に乗っ
て猿が峠を行くよ）
＊皿駕籠は、乗る部分を皿のように竹で編んだ簡
単な駕籠。
老婆の愚痴
　２人はこの峠で、善光寺参りと見える老婆に声
をかけました。
　「なあ、お婆さん。あんたも家にいて嫁をいじ
めているよりは、こうして出かけたほうが精神的
にもいいよな」
　すると老婆は、よい話し相手ができたと思った
のか、話し始めました。
　「本当ににそうでございますよ。家にいると、気
にすまいと思ってはいても、うちの嫁の『ヒキズリ
どの』（＊なまめかしくしゃれこんで、ろくに働か
ない女をあざけって言う。着物を引きずるように
着る意）が、ろくに仕事もしないでぶらぶらして
いるのを、どうしても見ていられずに口を出すと、
大きなお世話という顔をしてにらみつけるのには、
まったく困ったもんです。それに総領の甚六め（＊
愚鈍な長男をあざけって言う）は、あの嫁に鼻毛
を読まれ（＊自分におぼれている男を、思うよう
にもてあそぶ）おって、あの薄鈍さは見ていて腹
が立つてなりませんよ」
まだ続く愚痴
　老婆の愚痴は続きます。
  「それに、まあ聞いておくんなさい。また子がで
きますわいな。見たくでもない子ばっかりたんと

こしらえて、どうしようと思っているやら。この
間も……、聞いておくんなさい、隣のオチョンさ
んが『ちり取りをちょっと貸しておくんなさい』と
言って来なさった時、家の『ヒキズリどの』が、『ち
り取りは確か蔵の２階の箪笥へ入れておきました』
と言って、駆け出して蔵へ行った後に甚六めが来
て、『待て待て、おまえには分かるまい』と言って、
後からのろのろ蔵へ行って、そのままオチョンさ
んを待たしておいたが、お気の毒だったさ。私が
見たら、ちり取りは流しの下にあったから、取り
出して貸してやったのも知らずに、２人が蔵の２
階で何をしているやらと思ったら、あろうことか
昼間から、本当にあきれてものが言われませんわ」
まだまだ続く愚痴
　「それに『目の寄る所玉が寄る』（同じようなも
の同士が集まる）で、私の所のおやじどのが結構
人（お人好し）で、嫁の肩を持って、『婆さん、あ
んまりやかましく言わっしゃるな。うちの嫁は舅
孝行だ』と擁護するから、無性に腹が立ちますわ。
あれのどこが孝行者か、本当にあきれますわい。
私の家は皆べらぼうの寄せ集め。私１人があくせ
くと気を揉むばかり。あんたのおかげで善光寺さ
まへお参りできて、家の悩みも楽になりました。
アア、ありがたい、ナンマイダ、ナンマイダ」

10月号は「千久良坊と鼻毛延高の旅②」の予定です。

北信濃の旅人
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んを待たしておいたが、お気の毒だったさ。私が
見たら、ちり取りは流しの下にあったから、取り
出して貸してやったのも知らずに、２人が蔵の２
階で何をしているやらと思ったら、あろうことか
昼間から、本当にあきれてものが言われませんわ」
まだまだ続く愚痴
　「それに『目の寄る所玉が寄る』（同じようなも
の同士が集まる）で、私の所のおやじどのが結構
人（お人好し）で、嫁の肩を持って、『婆さん、あ
んまりやかましく言わっしゃるな。うちの嫁は舅
孝行だ』と擁護するから、無性に腹が立ちますわ。
あれのどこが孝行者か、本当にあきれますわい。
私の家は皆べらぼうの寄せ集め。私１人があくせ
くと気を揉むばかり。あんたのおかげで善光寺さ
まへお参りできて、家の悩みも楽になりました。
アア、ありがたい、ナンマイダ、ナンマイダ」

10月号は「千久良坊と鼻毛延高の旅②」の予定です。

北信濃の旅人

ごう かん

かねのわらじ さる   が  ばん  ば

よ

さら   か   ご

うち

うす のろ

たん  す

けっ こう

しゅうと

じん

聖湖畔に建つ猿ケ馬場峠の説明板

（図）『金草鞋』第13編より

　

（写真）聖湖畔に建つ猿ケ馬場峠の説明板

はな げの のび たか

ち     く    ら

『金草鞋』第13編より
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生成AIの利用状況 ③   個人向けアンケート　
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◆今後、生成AIをどのように活用していきたいと考えているか

「活用したい」83.2%  「使いたくない」14.3%

　「今後、生成AIをどのように活用していき
たいと考えているか」を聞きました。
　全体を見ると「積極的に活用していきたい」
（19.0％）と「必要に応じて活用したい」（63.2％）
を合わせた「活用したい」は82.2％となり、
「あまり使いたくない」（8.7％）と「できれば使
いたくない」（5.6％）を合わせた「使いたくな
い」は14.3％となりました。
　男女別に「活用したい」「使いたくない」人
の割合を見ると、男性がそれぞれ86.9％、9.9
％だったのに対し、女性は75.8％、20.4％と
なり、男性の方が「活用したい」人の割合が
11.1㌽高くなっています。
　年代別に「活用したい」「使いたくない」人
の割合を見ると、10～30代が90.1％、8.1％、
40～50代が82.1％、13.2％、60代以上が63.1
％、32.2％となり、若い世代ほど「活用した
い」人の割合が高くなっています。
 　　　　　　　〈当金庫・2026年６月調査〉

●生成AIを利用するうえで
　「不安に感じること」は何か（％）

 男性 94 89 38 221
 女性 68 62 27 157
 計 162 151 65 378

※複数回答のため、合計は100％を超える
※「無回答」（全体0.3％）は省く

◆回答者数
10～30代 40～50代 60代以上 計

全　

体

10
〜
30
代
40
〜
50
代
60
代
以
上

●今後、生成AIをどのように活用
　していきたいと考えているか（％）

男　

性

女　

性

今後、生成AIをどのように活用していきたいと考えているか

①積極的に活用していきたい     ②必要に応じて活用したい     ③あまり使いたくない

④できれば使いたくない     ⑤不明・分からない     ⑥その他

積極的に
活用して
いきたい
19.0

24.9

10.8

22.2

19.2

10.8 52.3 18.5 13.8
6.2

63.1 32.2

90.1 8.1

86.9 9.9

82.2 14.3

必要に応じて活用したい

あまり使いたくない
できれば使いたくない
不明・分からない

8.7 5.6
4.563.2

62.0 6.3 3.6
4.1

65.0 12.1 8.3
5.1

67.9 5.6
2.5

2.5

62.9 7.9 5.3
6.0

若　槻　支　店
（城  北  支  店）
須　坂　支　店

（墨坂支店・太子町支店）
長　池　支　店
（大豆島支店）
篠 ノ 井 支 店
（川  柳  支  店）
本 店 営 業 部

（権堂支店・善光寺下支店）
中　野　支　店
（小 布 施 支 店）

東 長 野 支 店
（柳  原  支  店）

豊　野　支　店

松　代　支　店
（更  北  支  店）
川 中 島 支 店

（川中島駅前支店）
山 ノ 内 支 店
（飯  山  支  店）

石　堂　支　店
（伊勢宮支店）
稲 荷 山 支 店
（屋  代  支  店）
大 門 町 支 店
（桜枝町支店）

本 店 営 業 部

本　　　　　部

本　　　　　部

七　瀬　支　店
（南　支　店）
上 山 田 支 店

（戸倉支店・坂城支店）

飯　綱　支　店

古　里　支　店
（吉  田  支  店）

活用したい 使いたくない

●みなさまの税務相談のご案内［10月］ （注）上の店名は開催場所、下の（　）内店名はその相談日に含まれる対象店です。

開　催　日 午　　前 午　　後 午　　前 午　　後開　催　日

10月 2日 金

  6日 火

  7日 水

 9日 金

  １4日 水

 16日 金

10月 19日 月

  21日 水

  23日 金

  27日 火

  29日 木

  30日 金
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